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『 ふれあい文化センター図書室 』のご紹介    
市立図書館や公民館の図書室では予約がいっぱいで借りられない

人気の本もふれあい文化センターでは意外にすぐ借りられることも
あります。ぜひご利用ください。  

開館日時：月曜日から土曜日（日曜、祝日は休館） 
午前 10時～正午、午後１時～５時 
貸し出し：２週間に２冊まで     

★ ふれ文：新刊紹介 ★ 
書  名 著者名 お す す め コ メ ン ト 

教誨 柚月 裕子 最後に遺した言葉「約束は守ったよ、褒めて」女性死刑囚の心に迫

る本格的長編犯罪小説！ 

無人島のふたり 120日

以上生きなくちゃ日記 

山本 文緒 お別れの言葉は、言っても言っても言い足りない。急逝した作家の

闘病記 

八本目の槍 今村 翔吾 「賤ケ岳七本槍」だけが知っていた真の姿とは。歴史小説の正統
を継ぐ著者の渾身作。 

バカと無知 人間、この
不都合な生きもの 

橘 玲 科学的知見から、「きれいごと社会」の残酷すぎる真実を解き明
かす最新作。 

一汁一菜でよいと至る
まで 

土井 善晴 料理に失敗なんて、ない。「一汁一菜」のスタイルを築いた料理研
究家の道のり。 

モナドの領域 筒井 康隆 自らを「無限の存在である創造主」だという教授の真意とは？ 

密室黄金時代の殺人 鴨崎 暖炉 密室づくしの謎を、密室のスペシャリストが鮮やかに解決！ 
「このミステリーがすごい！」大賞。 

 
 

「不
登
校
児
童
ら
の
自
立
支
援
か
ら
繋
が
る
も
の
は
・・・
」 

 

 
 
 
 
 
 

不
登
校
の
小
中
学
生
が
、
令
和
４
年
度
は
24

万
人
を
超
え
た
そ
う
で
す
。 

高
校
で
も
生
徒
５
万
人
が
不
登
校
で
、
い
ず
れ
も
過
去
最
多
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

先
日
、
「不
登
校
生
徒
の
自
立
支
援
」に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
高
校
の
校
長
先
生
の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

そ
の
学
校
の
座
右
の
教
育
論
は
「
共
に
い
る
」
「い
い
ん
だ
よ
」
の
言
葉
を
用
い
て
、
「
不
登
校
生
徒
の
自
立
支
援
・
心
の
癒
し
」
に
重
点
を
置
い
た

教
育
実
践
に
心
血
を
注
が
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
教
育
方
針
に
心
の
拠
り
所
を
求
め
る
子
供
た
ち
や
親
御
さ
ん
か
ら
は
多
大
に
支
持
さ
れ
て

い
ま
す
。 

聞
い
た
そ
の
講
話
の
中
で
、
時
間
が
守
れ
な
い
生
徒
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
感
じ
た
事
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
守
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
社
会
生
活
を
し
て
い
く
上
で
困
っ
た
こ
と
に
遭
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

話
に
登
場
し
た
そ
の
生
徒
は
学
習
障
害
を
持
っ

て
い
て
、
時
計
の
長
針
と
短
針
で
時
間
を
表
す
仕
組
み
が
認
識
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
針
で
時
間
を
表
す
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず

に
「
ア
ナ
ロ
グ
時
計
と
デ
ジ
タ
ル
時
計
を
並
べ
て
設
置
」す
る
と
、
時
間
が
守
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
取
り
組
み
を
知
っ
た
方
で
し
ょ
う
か
、
同
じ
よ
う
な
学
習
障
害
を
持
つ
別
の
生
徒
と
保
護
者
が
、
公
立
学
校
に
「
デ
ジ
タ
ル
の
腕
時
計
を
持

た
せ
て
い
い
で
す
か
？
」
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
「
そ
の
子
だ
け
デ
ジ
タ
ル
の
腕
時
計
を
認
め
る
の
は
【
平
等
】
で
は
な
い
！
」
と
断
ら
れ
た
そ
う
で

す
。 「

特
性
を
理
解
し
対
応
を
変
え
れ
ば
【公
平
】に
な
る
の
に…

。
だ
か
ら
、
一
定
の
範
囲
に
入
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
居
心
地
が
悪
く
な
り
不

登
校
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
ん
だ
！
」と
知
っ
た
の
で
す
。 

ま
た
【
一
致
団
結
】
の
考
え
も
こ
の
高
校
で
は
求
め
て
お
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
方
策
を
講
じ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 

「
同
じ
で
あ
る
こ
と
・
違
っ
て
い
る
こ
と
、
共
に
同
じ
よ
う
に
尊
い
」こ
れ
は
学
校
の
中
だ
け
に
限
ら
ず
、
大
人
の
社
会
で
も
広
が
っ
て
欲
し
い
考

え
方
で
す
。 

互
い
の
自
由
を
尊
重
し
あ
う
感
覚
を
持
ち
、
多
様
性
が
本
当
に
認
め
ら
れ
、
異
質
だ
か
ら
と
排
除
す
る
風
潮
を
無
く
す
と
、
も
っ
と
暮
ら
し
や

す
い
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

「
そ
れ
は
大
人
の
引
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
問
題
に
も
繋
が
る
事
な
の
で
は…

」私
は
講
話
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
う
思
っ
た
こ
と
で
し
た
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熊
本
市
・
熊
本
市
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育
委
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会
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熊
本
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民
協
議
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人
権
カ
レ
ン
ダ
ー 

植
木
小
学
校 

６
年 

谷
口 

仁
清
さ
ん 

の
作
品
よ
り
（
令
和
四
年
度
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み
ん
な
の
夢
を
聞
い
て 
応
援
し
た
く
な
っ
た
よ 

ぼ
く
の
夢
も 

み
ん
な
の
夢
も 

叶
っ
て
ほ
し
い 

  

弁護士による法律相談（無料）  
相談日：令和５年 7月８日・２２日（原則 毎月第２・第４土曜日） 

時 間：午前９時～正午（相談は１人３０分間）※対面相談となります。 

定 員：６名（事前に予約が必要です。）※予約は電話か窓口にて受け付けます。 
 

※詳しくは、ふれあい文化センターまで（☎３６６－７３１０） 

人
権
一
口
講
座 

 

 

  

 

「核兵器のない世界」を望む 

令和５年５月、広島市で開かれた G7 広島サミット（先進７カ国首脳会議）にウクライナの
ゼレンスキー大統領が急遽来日し、世界平和を訴えました。それを受けて日本の岸田首相は改
めて「核による威嚇（いかく）やその使用はあってはならない！」とメッセージを発表しまし
た。 
昭和 20 年（1945 年）８月。日本は世界で初めて原爆投下を受け、 

数多の被害者を出した原爆被爆国となりました。 
あの日から 77 年も過ぎました。 
しかし、原爆の保有国と保有数は増加しています。 

「ノーモア広島ノーモア長崎」 
私たちは常にこの言葉を抱いて訴えていかねばならないのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 先行お知らせ（夏休み親子講座） 

「夏の親子講座」スリランカ出身のママと作るスリランカカレー講座・・・親子で参加できます。 

大人 800円・子ども（小学生以下）５００円・・・８月号で詳しくお知らせします。 

 

 

 



短期クラブ練習予定日（７月） 

（毎週土曜日）  

１日 ８日 １５日 ２２日 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                             

 

 

・珠算クラブ １１時００分から１２時 00分 

 

 

 

 

 

（第１・３・４土曜日）  

           １日 １５日 ２２日 

 

・硬筆クラブ １４時００分から１５時００分 

（第２土曜日） ８日 
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熊本市ふれあい文化センター   

所在地：熊本市中央区本荘 4 丁目 6-6 電話：366-7310 

Web： ふれあい文化センター     検 索    

詳しい情報は、Web にアップしています。  

 

西原公園児童館からのおしらせ 
 

熊本市中央区九品寺 4-24-4 

電話 37１-4090 

 

 

 

 

「ラブミン」令和５年度人権啓発 作品募集  ７月１日（土）～9月 12日（火） 

１，一般の部 高校生以上 

「ポスター・詩やメッセージ・標語・川柳・肥後狂句・絵手紙」 

２，小・中学生の部 

「絵やポスター・短いメッセージ・詩」 

３，幼稚園・保育園・認定こども園の部 

「ねえねえ先生」      ※詳細につきましては、応募用紙が当センターや 

              公民館等、公共施設にあります。是非ご覧ください。 

４，応募方法等 

（応募資格）熊本市内に居住または通勤通学する方 

（応募方法）一般の部は応募作品に「住所・氏名・フリガナ・年齢（学生は学校名 

      ・学年）・電話番号・または雅号を明記。 

      持参または郵送で 〒860-8601熊本市人権啓発市民協議会 

（市役所 12F人権政策課内） 

        小中学校の部および幼稚園保育園認定こども園の部は、学校を通じて 

        熊本市教育委員会人権教育指導室へ応募してください。 

   ※作品を持参する場合、土日祝日は受付できません。 

  （応募締切）9月 12日（火）17時 15分まで ※人権政策課に到着 

  （入賞表彰）各部門別に選考、入賞者には表彰状並びに副賞を贈呈。一般の部は最優秀賞５千

円・優秀賞３千円・特別賞２千円の商品券、高校生は同額の図書カードを贈呈。 

小中学生の部・幼稚園保育園認定こども園の部は、千円の図書カード贈呈。 

・入賞者にのみ 10月下旬頃文書で通知します。 

★注意事項）未応募未発表のものに限る。作品の著作権は協議会に帰属するので了承ください。 

 

多

く

の

方

々

の

ご

参

加

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

！ 

 

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、
「応
募
用
紙
」
は
あ
り
ま
す
！ 

講座・クラブ生、教室生の皆さんと市民の皆様向けに「教養講演会」を計画しました。

今回は、清吟流より「向山侑真先生」をお迎えし、詩吟（吟道）についてのお話や体験、

そして先生より吟の御披露があります。皆様この機会に日本に伝わる和の文化「詩

吟」をどうぞお楽しみください。 

【日  時】  令和 5年 7月 5日（水）午前 10時～11時 

【場  所】  ふれあい文化センター新館 3階 ホール 

【参加募集】 希望者 50人 

【申 込】   市民の方は当日会場へお越しください。※講座生等は事前申込が必要。 

◇講演会前に「人権ミニセミナー」を開催。人権講話を聞いていただきます。 

◆当日入場前は、玄関ホールにて手指消毒を実施します。ご協力ください。 

 

教養 

講演会 

清吟流 

・向山侑真先生 

 
 

・書道①クラブ １３時３０分から１５時００

分 

※短期クラブ（５月～７月）の練

習は７月２２日で終了します。 

短期クラブ（１０月～１月）の 

申込みについては、 

「熊本市ホームページ」で 

後日、掲載します。   

「新着情報」をご覧ください。 

朝の活動（７月）募集 

 

 

（毎週） 水曜日 

（第１・５を除く） 
  

 １０時００分から１１時００分 

１２日  

ブレスレット製作 

（アンパンマン） 

１９日 

 ８月のカレンダー製作 

２６日 

  お面製作（バイキンマン） 

・７月１日（土）午前９時から 

活動日の前日まで受付 

 事前予約制 （電話・窓口） 

 

・定員制 ４組 （1組 2名） 

※定員になり次第締め切り 

 

 

 

 

 

 
 

 

★活動内容が変更になる場合

は「熊本市ホームページ」 

に掲載します。 

「新着情報」を各自で確認を 

お願いします。 

 

 


